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事業者名 株式会社　グッドスタッフ

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

いわゆる道の駅などを運営している指定管理業は当社の主力事業であるが、行政や地域住民がステークホル
ダーと認識している。地域の活性化を目指す際に、環境面、社会面を特に重視した経営を継続していくことを
目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該
当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および更新
時（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」
と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境

基幹施設である道の駅宇土マリーナのプラごみ削減
社員持ち込みのごみは持ち帰る
月３０本のペットボトルを０にする

社会

経済

環境

積極的なペーパーレス化
書類保存の５０％相当を電磁的
方法にて行う
2023年２４％→2026年５０％

社会

経済

環境

地元における雇用の定着化
８０％の雇用継続をキープする
2023年８０％→２０２６年８０％

社会

経済

行政と連携し道の駅等で発生する食材ロスを抑えること、地域に根付く雇用の安定を軸としていく。全国に
点在する各施設で取り組むことでSDGｓの輪を広げていく。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

月間量２０２３年４５０㎏に削減

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

基幹施設である道の駅宇土マリーナの生ごみ削減
月間量２０２０年　４８０㎏→２０２３年
４５０㎏に削減する

値引きシールや時間帯による値引きを実施することで売
れ残りを防いだ

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

書類保存の５０％相当を電磁的方法に
て行う

前期の指標に対する実績

積極的なペーパーレス化

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

会議でも電子書類を用い経営者自ら率先してペーパーレ
ス化に向けて指導している
紙による資料提出が依然存在し未達の要因となった

三側面
（分野に☑）

学生のインターンシップとして３人の受け入れ、また地元
公共団体の実習生を受け入れた

３人の受け入れ

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

電磁的保存による書類保存２４％

地元における雇用の定着化
地元学生のインターンシップを各施設
で受け入れる

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）


